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ツツアル つつある 助動詞 動詞の連用形に付く。 「Aつつある」の形で，Aの動詞（述語句）の表す行為が成
立・完成する完了点に向けて，行為・動作・変化が継続進行
していくことを示す。





































テオル ておる 助動詞 動詞の連用形に付く。 「ている」のやや古風で尊大な表現。丁寧な言い方や尊敬の
言い方としても用いられる。















































テホシイ てほしい 助動詞 動詞の連用形に付く。 「Aてほしい」の形で，心中に抱いている願望・依頼を表
す。
テミル てみる 助動詞 動詞の連用形に付く。 「Aてみる」の形で，物事を知るために実際に行為をするこ
とを示す。　　　　・



































































ノデス のです 助動詞 用言の’体形に付く。 「のだ」の丁寧な言い方。
ノデハナイ のではない 助動詞 用言の連体形に付く。 「のだ」の否定的な言い方。




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































活　用　型 解析活用型 活　用　型 解析活用型
五段一〇行 五段一〇行 文語四段一〇行 文語四段一〇行
五段一力行一一般 五段一力行一一般 文語四段一ハ行一一般 文語四段一ハ行
五段一力行一イク 五段一力行一イク 文語四段一ハ行一ア段 文語四段一ハ行
五段一力行一ユク 五段一力行一ユク 文語上二段一〇行 文語上二段一〇行
五段一ラ行一一般一一般 五段一ラ行一一般 文語下二段一〇行 文語下二段一〇行
五段一ラ行一アルー一般 五段一ラ行一アル 文語下二段一ハ行一一般 文語下二段一ハ行
五段一ラ行一アルー有ル 五段一ラ行一アル 文語下二段一ハ行一経 文語下二段一ハ行
五段一ワア行一一般 五段一ワア行一一般 文語力行変格 文語力行変格
五段一ワア行一〇段 五段一ワア行一一般 文語サ行変格 文語サ行変格
五段一ワア行一イウ 五段一ワア行一イウ 文語ザ行変格 文語ザ行変格
上一段一〇行 上一段一〇行 文語ナ行変格 文語ナ行変格
下一段一〇行 下一段一〇行 文語ラ行変格 文語ラ行変格
下一段一ラ行一一般 下一段一ラ行一一般 文語形容詞一ク 文語形容詞一ク
下一段一ラ行一呉レル 下一段一ラ行一呉レル 文語形容詞一シクーシク 文語形容詞一シクーシク
力行変格 力行変格 文語形容詞一シクージク 文語形容詞一シクージク
サ行変格一為ル サ行変格 文語形容詞一多シ 文語形容詞一多シ
サ行変格一スル サ行変格 文語助動詞一キ 文語助動詞一キ
ザ行変格 ザ行変格 文語助動詞一ケム 文語助動詞一ケム
形容詞一良イ 形容詞 文語助動詞一ケリ 文語助動詞一ケリ
形容詞一無イ 形容詞 文語助動詞一ゴトシ 文語助動詞一ゴトシ
形容詞一〇段 形容詞 文語助動詞一ズ 文語助動詞一ズ
助動詞一ジャ 助動詞一ジャ 文語助動詞一タリー完了 文語助動詞一タリー完了
助動詞一タ 助動詞一タ 文語助動詞一タリー断定 文語助動詞一タリー断定
助動詞一ダ 助動詞一ダ 文語助動詞一ツ 文語助動詞一ツ
助動詞一タイ 助動詞一タイ 文語助動詞一ナリー断定 文語助動詞一ナリー断定
助動詞一デス 助動詞一デス 文語助動詞一ナリー伝聞 文語助動詞一ナリー伝聞
助動詞一ナイ 助動詞一ナイ 文語助動詞一ヌ 文語助動詞一ヌ
助動詞一ヌ 助動詞一ヌ 文語助動詞一ベシ 文語助動詞一ベシ
助動詞一マス 助動詞一マス 文語助動詞一マジ 文語助動詞一マジ
助動詞一ヤ 助動詞一ヤ 文語助動詞一ム 文語助動詞一ム
助動詞一ヤス 助動詞一ヤス 文語助動詞一ラシ 文語助動詞一ラシ
助動詞一ラシイ 助動詞一ラシイ 文語助動詞一ラム 文語助動詞一ラム

























































































































































































































語彙素 語彙素読み 語種 注
阿件 アウン 外 梵語の音写。
青二才 アオニサイ 和 新潮国語は「あおニサイ」とするが，「にさい」は本来「新背（にいせ）」の転で，　「二才」は当て字と見るべ
きである。
閤伽 アカ 外 梵語の音写。













阿閣梨 アジャリ 外 梵語の音写。
阿僧祇 アソウギ 外 梵語の音写。
遊び偲偏 アソビクグツ 不明 「｛鬼偲」については，渉草（くぐ）など編んだ「くぐ
つ」と呼ばれる袋を持っていたことによるとする説など
があるが，詳細は不明である。
阿檀 アダン 不明 「栄蘭（エイラン）」の転と見る説があるが詳細は不明
である。
阿茶羅 アチャラ 外 ポルトガル語で‘野菜や果物の漬物’を意味するacharに
由来する語。
あちゃらか アチャラカ 和 掛け声。こうしたものは和語として扱う。
あっけらかん アッケラカン 不明 「あっけ」は，　「呆気（あっけ）」と同源の語で，　「開　　　　　　　　　　’け」に由来するものと考えられる。これに状態性接尾「ら」がついたのが「あっけら」と考えられるが，　「か
ん」については語源未詳。因みに「あっけらこん」
「あっけらほん」などの形も併用された。
当てずっぽう アテズツボウ 不明 「あて寸法」，或いは「あて推量」の転と見るのが穏当
だろう。但しいずれか決め難く，語源不明と扱う。
アナド アナド 不明 嵩山地方の伝説に出てくる蛇穴にすむ老女の妖怪。　「ア
ナド婆」。　「穴一戸」かとも思うが不明としておく。




アバタ アバタ 外 ‘瘡蓋’の意の梵語からとする説に従う。
油蝉 アブラゼミ 不明 「セミ」は，その鳴き声を表す擬音語からとも，蝉の字
音からとも言うが語源未詳である。因みに「蝉」字はn
韻尾字で，セミとは直接はつながらない。
阿片 アヘン 外 古代ギリシア語opionに由来する英語opiumの音訳語。








尼 アマ 外 パーリ語で‘母’‘女性’を意味する語からかとされ
る。
阿弥 アミ 外 梵語の音写「阿弥陀」に由来する語。
阿羅漢 アラカン 外 梵語の音写。
あらせいとう アラセイトウ 不明 ブラナ科の多年草。日本国語大辞典には「外来語と思わ
れるが語源未詳」とある。
阿頼耶 アラヤ 外 梵語の音写。






あんぽんたん アンポンタン 不明 「あほだら」の強調形である「あほんだら」を薬品名
「○○丹」のようにもじった語というが，「あほだら」
の語源に諸説あって定まらない。
養羅 アンラ 外 梵語の音写。




筏師 イカダシ 和 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。














いごっそう イゴツソウ 漢 土佐地方の方言。　「異骨相」に由来する語とする説に従
い漢語とする。
石枠 イシワク 不明 「枠」は語源不明。璽（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。




イチジク イチジク 外 ヒンディ語injirの音写に由来する語。
一八 イチハツ 不明 アヤメ科の中で開花時期が最も早いことから「一（イチ）初（はっ）」と名づけられたとする説があるが，確
かでない。
一聞提 イツセンダイ 外 梵語の音写。
いっそ イツソ 漢 「一層」の転とする説に従う。




煉りがっこ イブリガッコ 不明 「がっこ」は漬物を指す秋田方言。一般には「雅香」と
いわれるが，　「香々（かうかう）」の転，或いは「香
（かう）」に接尾語「こ」が付いた語と見られる。
　栗駄 イリダ 外 梵語の音写。










海髪 ウゴ 不明 「おごのり」の「おご」の転というが，　「おごのり」自
体の語源が不明である。
牛枠 ウシワク 不明 「枠」は語源不明。宴（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。






空蝉 ウツセミ 和 一般に「蝉」は不明として扱ってあるが，　「うつせみ」
は「現（うつ）し臣（おみ）」の転であるから，和語と
して扱った。
善知鳥 ウトウ 外 ‘突起’の意のアイヌ語に由来する語。
優曇 ウドン 外 梵語の音写「優曇波羅」の略。
ウラボン ウラボン 外 梵語の音写。
浮塵子 ウンカ 不明 雲霞（ウンカ）のごとく群集することからの名とする説
があるが，詳細は未詳である。






えげつない エゲツナイ 不明 「意気地（イゲチ）ない」の転とも「えぐっけない」の
転ともいうが，詳細は未詳である。
えた エタ 不明 「蝦夷（えぞ）」との関連を指摘する説，又，掃除人夫
を意味する「楊手（えて）」の転とする説などがある
が，詳細は不明である。











閻羅 エンラ 外 梵語の音写「閻魔羅社」の略。
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大丼 オオドンブリ 和 「どんぶり」については，「どんぶり鉢」の略で，もの
が水中に投げ込まれた際の擬音語「どんぶり」「どぶ
り」に由来する語と見る説に従う。
オーモンデー オーモンデー 不明 五島列島に見られる念仏踊り。
大枠 オオワク 不明 「枠」は語源不明。璽（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
オカッパラー オカッパラー 混 釣り用語で陸釣りをする人のことを言う。　「陸（お
か）」と英語の人化語尾ラーとに由来する。
沖仲仕 オキナカシ 和 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
おごい オゴイ 不明 方言。　「御御嬢」など一応想定できるが，不明としてお
く。
おごう オゴウ 不明 方言。　「御御」など一応想定できるが，不明としてお
く。
おこじょ　‘ オコジヨ 不明 方言。　「御御嬢」など一応想定できるが，不明としてお
く。
オショックス オショックス 混 「お食事」と「セックス」とからなる造語。




御多福顔 オタフクガオ 不明 「御多福」が不明語であるため，不明語として扱う。「御多福」の項を参照。
御多福顔 オタフクガオ 不明 同上。
お多福風 オタフクカゼ 不明 同上。
お多福豆 オタフクマメ 不明 同上。





おっつかっつ オツツカツツ 不明 「乙甲（オツカツ）」の転とも，　「追っっ鎚（すが）っ
つ」の転ともいい，いずれとも決せられない。
おっべけべえ オッペケペエ 不明 壮士節の相の手。
おっべけべっぽう オッペケペッポウ 不明 壮士節の相の手。







オナグラ オナグラ 不明 カヤカベ教の勤行に関する用語。
一 ll4一
おべっか オベツカ 不明 ‘弁舌’を意味する「弁」に外見的な華やかさをいう「花（か）」がっいたとする説や，人に追従し取り巻く
さまから「帯（おび）」にかかわりのある語と見る説な
どがあるが，いずれも民間語源説の域を出ない。
おべんちゃら オベンチャラ 不明 「ちゃら」は擬態語と見てよいが，「べん」は語源未
詳。
おらほ オラボ 混 「うちのほう」の意の方言で，　「おら方」の転と見る。
おわら オワラ 不明 「越中八尾おわら風の盆」







回教 カイキョウ 混 イスラム教がウイグル族を通じて中国に伝来したため，
ウイグルの音訳である「回糸乞」に由来する「回回（ブイ
フイ）教」と呼ばれたことから生じた呼称。






ががんぼ ガガンボ 和 「蚊が乳母（うば）」の転と考えてよい。　「かとんぼ」
の転とする一説があるが，　「かとんぼ」は後発の語と見
られる。
がさつ ガサツ 不明 ‘口達者’の意の「江帥（ゴウソツ）」の転と見る説，
「がさつく」の略語と見る説などがあるが，いずれも確
かでない。
ガジリ ガジリ 不明　、 カジノで行われる不正行為。　「醤り」からというが確か
ではない。




片蹟 カタチンバ 不明 「ちんば」は語源未詳。























かなぶん カナブン 和 「金（かな）」に擬音語の「ぶん」が付いたとする説に
従う。
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鞄 カバン 外 ‘文ばさみ’の意の中国語「爽板」の音読み「キャバ
ン」に由来する語。
紙師 カミシ 和 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。






迦羅 カラ　　　　　＼ 外 梵語の音写。
伽藍 ガラン 外 梵語の音写「僧伽藍摩」の略語。
がらんどう ガランドウ 混 「伽藍堂」から転義した語という。　「伽藍」は梵語の音
写語「僧伽藍摩」の略であり，混種語となる。
汗栗駄 カリダ 外 梵語の音写。
迦陵 カリョウ 外 梵語の音写「迦陵頻伽」の略。
仮枠 カリワク 不明 「枠」は語源不明。隻（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
川蝉 カワセミ 不明 「セミ」は，その鳴き声を表す擬音語からとも，蝉の字
音からとも言うが語源未詳である。因みに「蝉」字はn
韻尾字で，セミとは直接はつながらない。
瓦 カワラ 外 梵語に由来する語とする説に従う。




考え合う カンガエアウ 不明 「考える」が不明語であるため，不明語として扱う。「考える」の項を参照。
考え合わせる カンガエアワセル 不明 同上。
考え至る カンガエイタル 不明 同上。
考え入る カンガエイル 不明 同上。
考え浮かぶ カンガエウカブ 不明 同上。
考え及ぶ カンガエオヨブ 不明 同上。
考え返す カンガエカエス 不明 同上。
考え事 カンガエゴト 不明 同上。
考え込む カンガエコム 不明 同上。
考え締める カンガエシメル 不明 同上。
考え出す カンガエダス 不明 同上。
考え溜める カンガエタメル 不明 同上。
考え違い カンガエチガイ 不明 同上。
考え付く カンガエツク 不明 同上。
考え詰める カンガエツメル 不明 同上。
考え所 カンガエドコロ 不明 同上。
考え直す カンガエナオス 不明 同上。
考え深い カンガエブカイ 不明 同上。
考え耽る カンガエフケル 不明 同上。
考え迷う カンガエマヨウ 不明 同上。
考え巡らす カンガエメグラス 不明 同上。
考え悶える カンガエモダエル 不明 同上。
考え求める カンガエモトメル 不明 同上。
考え物 カンガエモノ 不明 同上。
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考える カンガエル 不明 「処（か）一むかふ（下二）」説と，　「勘」の字音に由来
するとする説がある。新潮国語は平仮名表記とするが，
和語と認定したのか語源未詳と見たのかは不明である。
かんじき カンジキ 不明 「寒敷き」かとも思われるが確かでない。新潮国語は
「かんじき」と平仮名表記する。




鉄穴 カンナ 和 「かなあな」の音便形。
葛蔓 カンネンカズラ 不明 「寒根璽」の転かとも考えられるが，詳細は不明であ
る。






キスネビツ キスネビツ 不明 ‘米櫃’の意の方言。　「け（食）一しね一櫃」と見られる
が「しね」が不明である。或いは「稲（しね）」かとも
思われるが，一応語源未詳としておいた。
ぎっちょ ギッチョ 不明 「左ぎっちょ」の略。　「左器用」の転とも，　「左毬杖
（ぎっちょう）」　（毬杖は球子（きゅうし）を打つため
の木製のスティック）の転ともいうが未詳。
木櫃 キッツ 和 「木・櫃」の略と見てよい。
狐丼 キツネドンブリ 和 「どんぶり」は，　「どんぶり鉢」の略で，ものが水中に
投げ込まれた際の擬音語「どんぶり」　「どぶり」に由来
する語。




規那 キナ 外 植物名。オランダ語kinaから。
きな臭い キナクサイ 不明 「衣（きぬ）臭い」の転とする説が有力である。但し，「衣（きぬ）臭い」という語の存在が確認されないた
め，語源未詳としておく。
伽羅 キャラ 外 梵語の音写。
牛丼 ギュウドン 混 「どん」は「どんぶり」の略。　「どんぶり」は，　「どん
ぶり鉢」の略で，ものが水中に投げ込まれた際の擬音語
「どんぶり」　「どぶり」に由来する語。
きょうら キョウラ 和 「きよら」の転とする説に従う。
木枠 キワク 不明 「枠」は語源不明。璽（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。






口枠 クチワク 不明 「枠」は語源不明。讐（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
口説き落とす クドキオトス 不明 「口説く」が不明語のため，不明語として扱う。　「口説
く」の項を参照。
口説き立てる クドキタテル 不明 同上。
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苦無 クナイ 不明 忍者が使用した武器の名。　「苦無」は当て字だろう。




茱萸 グミ 和 「刺（くい）」の多い木になる果実の意「クイミ」の
転，　「含実（くくむみ）」の転，　「黄実（きみ）」の転
など諸説あるが，いずれにしても和語であろう。
車枠 クルマワク 不明 「枠」は語源不明。宴（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。




黒枠 クロワク 不明 「枠」は語源不明。璽（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
ゲオビツ ゲオビツ 和 ‘米櫃’の意の方言。　「け（食）お櫃」と見てよい。
怪我 ケガ 不明 「怪我」は当て字。　「けがれる（汚）」の語幹かという
が未詳。或いは仏語の「仮我」からかとも考えられる。
怪我負け ケガマケ 不明 「怪我」が不明語のため，不明語として扱う。
袈裟 ケサ 外 ‘濁’の意の梵語の音写。
けち ケチ 不明 本来は「けちがっく」などのように，　‘不吉なこと’
‘縁起の悪いこと’の意であり，　「怪（け）」との関連
が想定されるがはっきりとしない。
けちる ケチル 不明 名詞「けち」からの派生動詞と考えられる。　「けち」は
不明語とした。　「けち」の項を参照。
検見 ケミ 不明 混種語「検見（ケンみ）」の嬢音無表記とも，又「検」
の字音に母音が添加した「ケミ」の転ともいい，いずれ
とも決せられない。
毛むくじゃら ケムクジャラ 不明 「じゃら」は語源・歴史的仮名遣いともに未詳。
けんけん ケンケン 不明 ‘片足とび’の意。語源未詳。
ケンツケ鳥 ケンツケドリ 和 「ケンツケ鳥」。闘鶏に用いる鶏を指す語と見られ，「けんつけ」は「蹴付」の転と考えられる。
けんりょ ケンリョ 漢 ケンリョ節。伊勢の「松坂くずし」が越後に入り松崎謙
良が編曲し広めたといわれる。
こうこ コウコ 不明 漬物の意。　「香（かう）」の畳語「こうこう」の転と
も，「香（かう）」に接尾語「こ」が付いた語とも言
う。
，“　　，　　，“　　，一つ一つ ゴウゴウ 不明 方言。　「御御」など一応想定できるが，不明としてお
く。
高慢ちき コウマンチキ 不明 「ちき」については諸説あり，　「痴気」とも，　「的（テ
キ）」の転とも，和語の接尾語とも言うが，詳細は不明
である。












こぎん コギン 不明 弘前付近の郷土工芸「こぎん刺し」の一部として用いら
れたもの。　「こぎん」は語源未詳。
極く極く ゴクゴク 漢 極字の呉音から。
こけし コケシ 不明 ‘木でできた芥子人形’の意の「木芥子人形」の略語で，
「木（こ）芥子」と見る説が有力である。但し，民間語
源も含め諸説あるため，一応語源未詳と看倣した。
ここ ゴゴ 不明 方言。　「御御」など一応想定できるが，不明としてお
く。
こじつけ コジツケ 不明 新潮国語は平仮名表記した上で，　「「故事つける」の意
か」と注記する。混種語である可能性が高いが，一応語
源未詳として扱った。
こじつける コジツケル 不明 同上。




コテンパン コテンパン 和 「こてんこてん」　「こってり」などと同源の「こてん」
に口調を合わせるための「ぱん」が付いた形と見て問題
ないだろう。
琴柱 コトジ 混 新潮国語は「ことじ」と平仮名表記。　「じ」は「柱」と
見られる。　「柱」は，琴では「ヂ」だが琵琶では「ヂュ
ウ」という。
ゴト師 ゴトシ 混 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。




護摩 ゴマ 外 梵語の音写。





ごまかす ゴマカス 不明 同上。
ごろた ゴロタ 不明 擬音語「ころころ」「ごろごろ」の「ごろ」に接尾語
「た」が付いたものか。





ごんご ゴンゴ 不明 方言。　「御御」など一応想定できるが，不明としてお
く。
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昆布 コンブ 外 アイヌ語kombuに由来する語。「昆布」は当て字。
サアヤ サアヤ・ 外 ポルトガル語saiaから。
サイヨレー サイヨレー 和 若狭地方で肩車を意味する方言。本来祭りで神輿を担ぐ
際の掛け声に由来する語で，「幸（さち・さき）寄れ」
の転とされる。
酒杜氏 サカトウジ 不明 「杜氏」については，酒造の創始者と伝えられる「杜
康」の名からとも，年長女性の呼称である「刀自（と
じ）」からともいわれるが，詳細は未詳である。














サボテン サボテン 不明 日本国語大辞典には「スペインsapotenからとも，ポルト
ガル頭baoと「手」が複合して転じたものともいう」とあ
る。
朱簗 ザボン 外 ポルトガル語zamboaから。
鞘師 サヤシ 和 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
娑羅 サラ 外 梵語の音写。
更紗 サラサ 外 ポルトガル語saracaから。




サルマカ サルマカ 不明 ‘肩車’のこと。　「さる」は「猿」と見られるが「ま
か」については詳細は不明である。
ザン ザン 不明 「ザンヌイユ」の略か。
桟留 サントメ 外 桟留縞。本来インドのサントメから将来された縞織りの
綿布の称であったが，竪縞で赤或いは浅黄のまじった布一般を称するに至った。地名サントメは，ポルトガル語
の「聖トマスS和Thom6」に由来する。
ザンヌイユ ザンヌイユ 不明 儒艮（じゅごん）の沖縄方言。語源未詳。
三昧 サンマイ 外 梵語の音写。
三昧耶 サンマヤ 外 梵語の音写。
牛尾菜 シオデ 外 アイヌ語起源とする説に従う。





閾値 シキイチ 混 漢語「閾値（イキチ）」を誤って湯桶読みした語。
しだらない シダラナイ 不明 「しだら」は，「自堕落（じだらく）」からとも，梵語
の「修多羅」（秩序の意）からともいう。
下枠 シタワク 不明 「枠」は語源不明。宴（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。










ジヤガイモ ジヤガイモ 混 「ジャガタラ芋」の略。　「ジャガタラ」はジャガルタの
オランダにおける古名。
しゃかりき シャカリキ 不明 一般に「釈迦力」という語源説が受け入れられているが
確かでない。
しやぎり シャギリ 不明 「砂切り」とも，　「さえぎり」の転ともいうが詳細は未
詳である。





饒立ち シャチホコダチ 不明 「しゃちほこ」が不明語のため，不明語として扱う。
「シャチホコ」の項を参照。
號張る シャチホコバル 不明 同上。
娑婆 シヤバ 外 梵語の音写。
しやぶ シヤブ 不明 アンプルの水溶液を振る擬音語からとも，英語の
shave（削る，薄くそぐ）からとも，又，　「骨までシャプ
る」から来たともいうが，詳細は不明である。
しやぶ中 シャブチュウ 不明 「シャブ」が不明語のため，不明語として扱う。
沙弥 シヤミ 外 梵語の音写の略。
軍鶏 シヤモ 外 タイの旧称「シャムロ」から。
沙門 シャモン 外 梵語の音写。
舎利 シャリ 外 梵語の音写。
戎克 ジヤンク 外 英語junkから。




じやんこ ジヤンコ 不明 ‘あばた’の意。語源未詳。
編珍 シュチン 不明 ポルトガル語setimからとも，中国語「七糸椴」からとも
いうが，いずれとも決せられない。





惰気込む ショゲコム 和 同上。




しょっちゅう ショッチュウ 不明 「初中後（しょちゅうご）」の約語の変化した語かとい
う説がある。新潮国語は平仮名表記とする。
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じょんがら節 ジョンガラブシ 和 じゃんがら念仏などのジャンガラと同源で，鉦を打ち鳴
らす擬音からきた語と見なして和語とする。
白太 シラタ 不明 丸太の白い部分。　「タ」は「マルタ」の「タ」だろうが
出自がはっきりしない。




しんどい シンドイ 混 「心労（しんろう）」が形容詞化した語より転じたも
の。混種語と看倣す。
芋茎 ズイキ 不明 民間語源説としては，夢窓国師の「いもの葉に置く白露
のたまらぬはこれや随喜の涙なるらん」という和歌によ
るというものがある。
ずい菜 ズイナ 不明 語源未詳。







すかたん スカタン 不明 「すか」は「透（すか）」などと同源だろう。　「たん」
は「あんぽんたん」などに見える接尾的要素だが，語源
については未詳である。




すかんぽ スカンポ 不明 「酸（す）し」の「す」に生薬名の「酸摸（サンモ）」
が付いた「スサンモ」が順行異化した語かとも考えられ
るが，詳細は不明である。










スツポン スツポン 不明 川に飛び込んだときの音に由来するとする説，漢語「出
没」より転じたと見る説，又，ポルトガル語源説など多
くの語源説があるが，いずれも確かなものではない。
素敵 ステキ 混 「素」は当て字で，「すばらしい」の「す」に接尾語の
「的」が付いて一語化したものという。










ずぼら ズボラ 不明 大坂堂島で米相場がずるずる下がることをいった擬態語「ずんべらぼん」の転，破戒坊主を嘲笑って「ずぽう」
（「ぼうず」の転倒語）と言ったものの転など，諸説が
あるが，いずれも確かでない。
ずわい蟹 ズワイガニ 和 「ずわい」は‘木の枝’の意の「すわえ」の転とする説
に従った。
寸切り ズンギリ 混 「髄（ズイ）切り」の転という説に従う。




せき セキ 漢 「もう手を施すせきが無い」などの「せき」で，‘余地
がない’の意で用いられる。岩波現代国語では，「「席」か」と保留っきであるが，日本国語大辞典では
「席」の項目の1ブランチとして扱われている。
節介 セッカイ 混 すり鉢の窪みの部分にたまった津などを掻きだすための
器具，「切匙（セッかひ）」に由来する語であり，　「節
介」は当て字とする説に従う。
摂氏 セツシ 混 「摂」は，考案者セルシウスの中国語音写「摂爾思」に
よる。
刹那 セツナ 外 梵語の音写。





蝉 セミ 不明 「セミ」は，その鳴き声を表す擬音語からとも，蝉の字
音からとも言うが語源未詳である。因みに「蝉」字はn
韻尾字で，セミとは直接はっながらない。
蝉時雨 セミシグレ 不明 「蝉」が不明語のため，不明語として扱う。　「蝉」の項
を参照。
蝉捕り セミトリ 不明 同上。
聞提 センダイ 外 梵語の音写「一聞提」の略。
茄i陀羅 センダラ 外 梵語の音写。
薇 ゼンマイ 不明 「千巻き」の転，　「銭巻き」の転など，いずれも混種語
である点では一致するが，諸説あって特定されない。





僧伽 ソウガ 外 梵語の音写。
僧祇 ソウギ 外 梵語の音写。
そうけ ソウケ 和 新潮国語は「総毛」と認め「ソウけ」とするが，　「寒気
（さむけ）」の転とする説が有力である。後者の説にし
たがい，和語と認める。
総枠 ソウワク 不明 「枠」は語源不明。璽（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
増枠 ゾウワク 不明 同上。
底枠 ソコワク 不明 同上。
ぞっき本 ゾッキボン 不明 「ぞっき」は，　‘ひとまとめ’の意の方言からとも，「殺（そ）ぎ屋」からとも言うが，尚不明である。
卒塔婆 ソトバ 外 梵語の音写。
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外枠 ソトワク 不明 「枠」は語源不明。讐（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
算盤 ソロバン 漢 「算盤」の唐音「ソワンバン」の転という説に従う。








橿色 ダイダイイロ 不明 「榿」が不明語のため，不明語として扱う。







竹枠 タケワク 不明 「枠」は語源不明。宴（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
達陀 ダッタン 外 梵語の音写。
達磨 ダツマ 外 梵語の音写。
殺陣師 タテシ 混 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。




茶毘 ダビ 外 梵語の音写。
たまじ タマジ 混 ‘小玉のジャガイモ’の意。　「ジャガイモ」の「ジャ
ガ」はジャカルタの古名「ジャガタラ」に由来する。
タマン タマン 不明 ハマフエフキ（浜笛吹）の沖縄方言。　「鯛（たひ）」と
関連あるかとも思われるが，詳細は不明である。
陀羅 ダラ 外 梵語の音写「陀羅尼」の略。
だらし ダラシ 不明 「しだら」の転倒語。　「しだら」については，　「自堕落
（じだらく）」の略とも，梵語で‘秩序’を意味する
「修多羅」からともいうが，詳細は不明である。
陀羅尼 ダラニ 外 梵語の音写。
たらんぼ タランボ 和 「タラの穂」の転。
達磨 ダルマ 外 梵語の音訳。本来は‘法’の意の一般名詞である。




檀越 ダンオチ 外 梵語の音写。
たん瘤 タンコブ 不明 「たん」は語源不明。赤色を表す「丹」の字音からと
も，ものをうちたたく際の擬音語からとも言うが，いず
れも確かでない。
段通 ダンツウ 漢 漢語「毯子」の宋音に由来する語。
旦那 ダンナ 外 梵語の音写「檀那波底」の略。
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たんぽ タンポ 不明 タンポ槍の「タンポ」。語源未詳。
たんま タンマ 和 「待った」の転倒語とする説に従う。
ちえすと チェスト 不明 示現流の掛け声。語源未詳。





ちちんぷいぶい チチンブイプイ 不明 「智仁武勇（ちじんぶゆう）」の靴り，真言の一部の誰
り，おならの音を表す擬音語の転などさまざまな説があ
るが，いずれも確かな説ではない。
茶宇 チャウ 外 インドのチャウル地方に由来する名称。






ちやち チャチ 不明 現代中国語の「差勤」の転じた語，　「ちゃかす」などと
同様「茶」に由来する語など，さまざまな語源説がある
が，尚詳細は不明である。



















































チョベリバ チョベリバ 混 「超一very　bad」の略。








ちょんきな チョンキナ 不明 狐拳の一種の掛け声，「ちょんきなちょんきな，ちょん
ちょんきな，ちょんがなのはで，ちょちょんがほい」の
一部。






丁幾 チンキ 外 オランダ語tinctuurから。






ちんけ チンケ 不明 「ち」は，饗子（さいころ）博打で‘一’を意味する
「チ」に由来する語とされる。






ちんちくりん チンチクリン 不明 一休諸国話などに載せる竹林坊の話など，諸説あるが，
いずれも俗説の域を出ない。
破 チンバ 不明 「ちんば」は語源未詳。
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ちんぴら チンピラ 不明 大阪方言でスリを表す俗語「ちんべら」の転というが，「ちんべら」の語源が未詳である。
ちんぴら役 チンピラヤク 不明 「ちんぴら」が不明語のため。不明語として扱う。
ちんぷんかん チンプンカン 不明 近世語。近世中国語或いはオランダ語などの響きを表し
た一種の擬音語かと言われるが不明である。












でかい デカイ 和 「いかい」の強調形「どいかい」の転とも，「でかす」
の連用形「でかし」が形容詞に転じた語とも言われる。
いずれにしても和語と見てよい。
でかでか デカデカ 和 「でかい」の語幹の畳語。　「でかい」については，　「で
かい」の項を参照。
木偶 デク 不明 「手くぐつ」の転，　「出狂い」の転，又「泥偶（デイグ
ウ）」の転など，諸説があるが，いずれも確かな説では
ない。
木偶の坊 デクノボウ 不明 同上。
でっかち デッカチ 和 形容詞「でかし」の強調形か。但し，　「でかい」は，「いかい」の強調形「どいかい」の転とも，　「でかす」
の連用形「でかし」が形容詞に転じた語ともいわれ，い
ずれにしても和語と見てよい。
鉄枠 テツワク 不明 「枠」は語源不明。讐（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
でぶ デブ 和 「出っ張る」の転じた，　「でっぷり」　「でぶでぶ」とい
う擬態語に由来するとする説が有力である。異説もなく
和語と認めた。
擬土 デモツチ 不明 建築用語。詳細未詳。
天草 テングサ 不明 「トコロテン草」の略。　「ところてん」にっいては，「こころぶと（心太）」を説ってよんだ「こころてい」
から転じた語かとされるが，確かでない。
でんぐり返し デングリガエシ 不明 「でんぐり」は語源未詳。
でんぐり返る デングリガエル 不明 同上。







天丼 テンドン 混 「どん」は「どんぶり」の略。　「どんぶり」は，　「どん
ぶり鉢」の略で，ものが水中に投げ込まれた際の擬音語
「どんぶり」　「どぶり」に由来する語。





馨水 ドウサ 不明 オランダ語起源とも，「陶砂」ともいうが，詳細は不明
である。
杜氏 トウジ 不明 酒造の創始者と伝えられる「杜康」の名からとも，年長
女性の呼称である「刀自（とじ）」からともいわれる
が，詳細は未詳である。
藤四郎 トウシロウ 和 「素人（しろうと）」を転倒した造語。和語として扱
う。
塔婆 トウバ 外 梵語の音写「卒塔婆」の略。
唐変木 トウヘンボク 不明 「唐の変な木偶（でく）」の転とする説，　「唐人・変
人・木人」の略とする説など諸説あるが，いずれも確か
でない。
同枠 ドウワク 不明 「枠」は語源不明。璽（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
トースカン トースカン 不明 工具の名。語源未詳。
研師 トギシ 和 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
心太 トコロテン 不明 「こころぶと（心太）」を説ってよんだ「こころてい」
から転じた語かとされるが，確かでない。
泥鯵 ドジョウ 不明 「泥」の「ど」，　「うお」の「う」などとの関係が想定
されるが，詳細は未詳である。
兜率 トソツ 外 梵語の音写。
どっこい ドツコイ 不明 「何処へ」が「どこい」を経て，掛け声の一種に転じた
語とする説があるが，尚詳細は不明である。




どでかい ドデカイ 和 「でかい」は，　「いかい」の強調形「どいかい」の転と
も，「でかす」の連用形「でかし」が形容詞に転じた語
とも言われる。いずれにしても和語と見てよい。
土手っ腹 ドテツパラ 不明 新潮国語に，　「「布袋（ほてい）腹」の転か」とする
が，尚詳細は不明である。











どぶろく ドブロク 漢 膠混じりの濁酒を指す「濁膠（だくらう）」の転とする
説が有力である。異説もなく漢語と認めた。
どべ ドベ 和 強意の接頭語「ど」に‘尻’の意の「べ」が付いた語。








トライバリン トライバリン 不明 牛乳パックと王冠で作る楽器の名。語源未詳。
泥棒 ドロボウ 不明 「どう（盗）坊」説，　「とりうばう（取奪）」の転とす
る説など諸説あるが，いずれも通説となるにいたってい
ない。
丼 ドン 和 「どんぶり」の略。　「どんぶり」は，「どんぶり鉢」の
略で，ものが水中に投げ込まれた際の擬音語「どんぶ
り」　「どぶり」に由来する語。
どんがら ドンガラ 混 「胴殻（どうがら）」に由来すると説く説が有力であ
る。異説もなく混種語と認めた。
団栗 ドングリ 和 その形状が独楽に似るところからの呼称で，古語で‘独
楽’を意味する「つむぐり」の転とする説にしたがい，
和語と認める。
ドンコ ドンコ 漢 カワアナゴ科の淡水魚の名。一般には「鈍甲」と表記さ
れ漢語として扱われる。因みに「鈍子」とする一説があ
る。
ドンコ釣り ドンコツリ 混 「ドンコ」は漢語と看倣す。前項参照。
丼 ドンブリ 和 「どんぶり鉢」の略で，ものが水中に投げ込まれた際の
擬音語「どんぶり」「どぶり」に由来する語と見る説に
従う。
丼鉢 ドンブリバチ 混 「丼」は和語と認める。
丼飯 ドンブリメシ 和 同上。
丼物 ドンブリモノ 和 同上。







蜻蛉返り トンボガエリ 不明 「とんぼ」が不明語のため，不明語として扱う。








仲仕 ナカシ 和 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
鉛枠 ナマリワク 不明 「枠」は語源不明。璽（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
南無 ナム 外 梵語の音写。





奈落 ナラク 外 梵語の音写。









練 ニシン 不明 身を二身に割いて食べることから「二身（にしん）」と
名付けられたとする説や，アイヌ語の「ヌースィ」に由
来する語と見る説など，多くの語源説がある。
練漁 ニシンリョウ 不明 「にしん」が不明語のため，不明語として扱う。
入 ニュウ 不明 陶磁器などの紬（うわぐすり）の表面にできる気泡やひ
びを言う語。　「入」　「乳」などの字があてられるが，語
源は未詳である。
庭師 ニワシ 混 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
塗師 ヌシ　　　　・ 和 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
塗り師 ヌリシ 和 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
双節棍 ヌンチャク 外 福建語で，　‘節で二つに分かれた棒’を意味する「両節
棍nng　chiat　kun」に由来する語。
浬繋 ネハン 外 梵語の音写。
のっけ ノツケ 和 「あおのけ」の「のけ」，或いは，除く意の「のける」
からという説などがあり確かでないが，いずれにしても
和語と考えられる
のっべい ノツペイ 和 「ぬめり」の転じた語である「のっべ」に由来すると説
くのが一般的であり，それに従う。
のっぽ ノツボ 不明 近世語「のっぽり」と関係のある語でると思われるが，
「のっぽり」自体の語源が未詳である。
祝女 ノロ 和 琉球王朝以来の神職の女性。和語「祝（の）る」の転と
される。
売女 バイタ 不明 「売（バイ）」は当て字か。新潮国語は「（語源未
詳）」と注記する。北陸方言に見られる‘板きれ’の意
の「ばいた（端板）」と関連ある語かとも考えられる。
薄伽 バガ 外 梵語の音写。





馬鹿げる バカゲル 不明 「馬鹿」が不明語のため，不明語として扱う。
馬鹿でかい バカデカイ 不明 同上。
馬鹿馬鹿しい バカバカシイ 不明 同上。
箱師 ハコシ 混 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
婆娑羅 バサラ 外 梵語の音写。
土師 ハジ 混 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
ハジチ ハジチ 和 沖縄の旧習である刺青の一種。　「針突き」の転とされ
る。
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波止 ハト 不明 近世中国語の「埠頭」　「馬頭」などの転とも，　「泊（は
て）」の転ともいう。
波戸場 ハトバ 不明 「波止」が不明語のため，不明語として扱う。
ハヤシ ハヤシ 不明 ハヤシライス。由来については，人名起源説，英語
hashedの転とする説など諸説あって定まらない。
破璃 バリ 外 梵語の音写。
針椀 ハリエンジュ 不明 「椀」は古く「ゑにす」であり，　「椀子」の呉音とも言
うが詳細は不明である。
春蝉 ハルゼミ 不明 「セミ」は，その鳴き声を表す擬音語からとも，蝉の字
音からとも言うが語源未詳である。因みに「蝉」字はn
韻尾字で，セミとは直接はつながらない。
破礼句 バレク 混 「ばれ」は，　「ばれる」と同根，　‘俗っぽいこと’‘卑
隈なこと’の意の語で「破礼」は当て字。　「ばれる」は
「晴れる」の強調形と見てよい。
破礼話 バレバナシ 和 同上。





ばんじろう バンジロウ 漢 グアバの異名。　「蕃石榴」の転という。
バンダクイナ バンダクイナ 不明 琉球方言で‘崖’を意味する「ばんだ」と関係ある語
か。語源未詳とする。
半ちく ハンチク 不明 チクは語源未詳。
般若 ハンニヤ 外 梵語の音写。





比丘 ビク 外 梵語乃至パーリ語の音写。
比丘尼 ビクニ 外 梵語乃至パーリ語の音写。










毘尼 ビニ 外 梵語の音写。
毘婆舎那 ビバシャナ 外 梵語の音写。
辟支 ビヤクシ 外 梵語の音写。
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ひょんな ヒョンナ 不明 「ひょいと振り向く」などの「ひょい」と同じく擬態語
かとも思われるが，　「凶」の唐宋音からとする説もあ
り，和語と断定することができない。






ビラ配り ビラクバリ 和 「ビラ」は和語と認める。　「ビラ」の項を参照。
びら撒き ビラマキ 和 同上。
飛竜頭 ヒリョウズ 外 ポルトガル語filhosから。
尾籠 ビロウ 漢 ‘愚か’の意の「おこ」の当て字「尾籠」の音読みより
生じた語。漢語として扱う。
ビンガ ビンガ 外 梵語の音写「迦陵頻伽」の略。
紅型 ビンガタ 和 沖縄方言。　「ベニガタ」の転と見て問題ない。
編木 ビンザサラ 不明 「編」に擬音語の「ささら」が付いた語とも，チベット
語経由の梵語ビンザサーラからとも言うが，詳細は不明
である。






不甲斐 フガイ　　　　　　　　． 和 「言ふ甲斐」の略と見てよいだろう。　「蹄（甲斐）」
「不（甲斐）」は当て字と見てよい。
蹄甲斐無い フガイナイ 和 「ふがい」は和語と認める。前項を参照。
ぶくる ブクル 和 ウェブサイト「知恵ぶくろ」を利用する意で，　「ふく
ろ」を活用させた語。
布薩 フサツ 外 梵語の音写。
布薩 フサツ 外 梵語の音写。
ふしだら フシダラ 不明 「しだら」は，　「自堕落（じだらく）」からとも，梵語
の「修多羅」　（秩序の意）からともいう。









豚皮 ブタガワ 不明 「ぶた」が不明語のため，不明語として扱う。　「豚」の
項を参照。
豚しやぶ ブタシャブ 不明 同上。
豚丼 ブタドン 不明 「ぶた」が不明語のため，不明語として扱う。　「丼（ど
ん）」については「丼（どんぶり）」の項を参照。
豚肉 ブタニク 不明 「ぶた」が不明語のため，不明語として扱う。　「豚」の
項を参照。
豚肋 ブタバラ 不明 同上。
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豚まん ブタマン 不明 同上。
補陀落 フダラク 外 梵語の音写。
弗化 フッカ 混 「弗」はfluorineの音写の略。
弗素 フツソ 漢 同上。
仏陀 ブツダ 外 ‘覚者’の意の梵語の音写。
不束 フツツカ 和 本来は太く立派なことの意であり，「太（ふと）柄（つ
か）」の転と見てよいだろう。





風呂敷 フロシキ 不明 「風呂」が不明語のため，不明語として扱う。　「風呂」
の項を参照。
風呂場 フロバ 不明 同上。
風呂水 フロミズ 不明 同上。
樟 フンドシ 不明 「ふみとおし（踏通）」の転とも「ふもだし（絆）」の
転ともいい語源未詳である。
べいべい ペイペイ 外 「平社員」の「平」を「ペイ」とよんで重ねた語とする
説に従う。
ベイユ ベイユ 外 白柚（べいゆ）。台湾原産のザボンに似た果物で，在地
のものより晩成の種が熊本に移植され，晩白柚（ばんべ
いゆ）という特産品となったもの。
ペケ ペケ 外 マレー語の人を追い払う掛け声「pergi」に由来する語，
中国語の「不可puko」に由来する語などの諸説がある
が，詳細は不明である。





へったくれ ヘッタクレ 不明 「ひょうたくれ」と関連がある語らしいが，詳細は不明
である。
別珍 ベッチン 外 英語velveteenから。
別枠 ベツワク 不明 「枠」は語源不明。璽（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
べてん ペテン 外 中国語「編子（bengzi）」より転じた語。
















へぼ ヘボ 不明 新潮国語に「平凡の略かというが未詳」とある。
へぽい ヘボイ 不明 「へぼ」より派生した形容詞。　「へぼ」については，新
潮国語に「平凡の略かというが未詳」とある。
へま ヘマ 不明 「下手（へた）」の転と言うが未詳である。或いは「へ
ぼ」と同源かとも考えられる。
























変挺 ヘンテコ 漢 「変」に接尾語「的（てき）」が付いた「変的（ヘンテ
キ）」の転とする説に従う。






ホールザー ホールザー 不明 神司である「大阿母（おおあも）」の八重山方言。
ぼか ポカ 不明 本来は，囲碁・将棋で不注意から悪い手を打ち形勢が悪
くなることを意味する語であるが，語源は未詳である。




朴念仁 ボクネンジン 不明 当て字だろうと思われるが，詳細は不明である。新潮国
語は片仮名表記であり，或いは漢語と認めたものかもし
れないが，一応語源未詳として扱っておく。












菩提 ボダイ 外 梵語の音写。
木杭 ボツクイ 混 「棒杭」の転かという。新潮国語は「ぽっくい」とする
が語源未詳ということであろう。　「棒杭」説，　「木杭」
説のいずれによっても混種語となる。
ほっけ ホッケ 不明 魚名。アイヌ語「ボッケ」の借用，　「北花」の音による
語，法華宗と関連するなどの諸説があるが語源未詳であ
る。




掘り師 ホリシ 混 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
ぼる ボル 混 日本国語大辞典には「暴利」の動詞化形とある。　「むさ
ぼる」の略という一説があり，新潮国語は平仮名表記と
するが，日本国語大辞典の説に従って混種語とした。
幌 ホロ 不明 「母衣」　「保侶」などとも表記する。新潮国語は「ほ
ろ」と平仮名表記するが，和語と認めたものか語源未詳
と扱ったのかは不明である。




ぽん引き ポンビキ 不明 近世には「ぼん引き」の形で見える。　「ぼん引き」の
「ぼん」は「ぼんやり」の略語と見る説が有力だが確か
ではない。
本ボシ ホンボシ 混 「ホシ」は唱星」の略という説に従う。
摩詞 マカ 外 梵語の音写。
牧場 マキバ 和 和語と結合している「馬（ま）」は和語として扱った。
秣 マグサ 和 同上。
秣場 マグサバ 和 同上。
馬糞 マグソ 和 同上。
まじむん マジムン 不明 琉球方言。沖縄県や鹿児島県奄美諸島に伝わる悪霊をさ
す語で，「魔物」などの転と考えられるが，詳細は不明
である。
松蝉 マツゼミ 不明 「セミ」は，その鳴き声を表す擬音語からとも，蝉の字
音からとも言うが語源未詳である。因みに「蝉」字はn
韻尾字で，セミとは直接はつながらない。
窓枠 マドワク 不明 「枠」は語源不明。隻（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
末那 マナ 外 梵語の音写。
丸枠 マルワク 不明 「枠」は語源不明。宴（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
まんこ マンコ 不明 「女子（めのこ）」の転，万子，万幸，体の中心を意味
する「真処（まこ）」の転など様々な語源があって定ま
らない。
満更 マンザラ 不明 新潮国語は見出しを「まんざら」とし，漢字表記も「真
（ん）更」とする。　「まさら」の転と看倣すかのようで
あるが，慎重に語源未詳扱いとなっている。
曼珠沙華 マンジュシャゲ 外 梵語の音写。
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翻車魚 マンボウ 不明 「丸魚（まるうお）」の転，　「漫魚（まんうお）」の
転，お守りの「万宝」の転義，など諸説あるが，詳細は
不明である。






味噌 ミソ 漢 「未醤（マッショウ）」の転とする説に従う。










目仁奈 メジナ 和 「目一近（ちか）漁（な）」の転とする説に従う。
娘師 ムスメシ 混 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
むぞなぎ ムゾナギ 不明 ‘かわいそうだ’の意の宮崎方言。　「無葱（むざう）ら
しげ」からかという。一応語源未詳として扱った。
無駄 ムダ 不明 「むなし」の語幹「むな」の転とも，‘無分別’の意の
「むたむた」と同源の語とも言うが，いずれも確かでな
い。
無鉄砲 ムテツボウ 不明 「（無）鉄砲」は当て字で，　「無点法（むてんぽう）」
の転とも，　「無手法（むてほう）」の転ともいうが，い
ずれとも決せられない。
眼鏡枠 メガネワク 不明 「枠」は語源不明。宴（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。















メチャもて メチャモテ 和 「メチャ」は和語と認める。前項を参照。
めんそ一れ メンソーレ 和 琉球方言。　「参り召しおわれ」　「往み有り召しおわれ」
の転とされる。
めんち メンチ 不明 「面子切る」の転というが，一説に「めんた切る」とい
う表現の転として，　「目ん玉切る」に由来する語とする
説もある。
モーカ モーカ 不明 「モーカ」は語源未詳。
モーカ鮫 モーカザメ 不明 同上。
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もっこ モツコ 漢 津軽地方に伝わる化け物の名。　「蒙古」に由来する語と
する説に従う。




元ちんぴら モトチンピラ 不明 「ちんぴら」は語源未詳。大阪方言でスリを表す俗語
「ちんべら」の転というが，　「ちんべら」の語源が未詳
である。
ももんがあ モモンガア 和 「もみ」より転じた「もも」に，鳴き声をあらわす擬音
語「グワ」が付いた「ももぐわ」の転とする説が有力で
ある。近世資料には「モモグワ」の例が認められる。




もんぺ モンペ 不明 「股引（ももひき）」の転とも，アイヌ語で‘ずぼん’
を意味するオムンペに由来する語ともいわれるが，詳細
は未詳である。
もんぺ姿 モンペスガタ 不明 「もんぺ」が不明語のため，不明語として扱う。
やおい ヤオイ 混 主に少年愛などを扱った小説やコミックを指して言う。
その内容的特徴から，　「山なし，オチなし，意味なし」
の略として用いられるようになったとする説に従う。









自棄っぱち ヤケッパチ 不明 「っばち」は語源未詳。
香具師 ヤシ 不明 「野武士（やぶし）」の略，　「山師」の略など諸説ある
が，詳細は不明である。
野次 ヤジ 不明 「野次馬」の略語。次項を参照。






夜叉 ヤシヤ 外 梵語の音写。







耶蘇 ヤソ 外 ラテン語乃至ポルトガル語Jesusに相当する近代音訳語
「耶蘇」を音読みにした語。













やっさもっさ ヤッサモッサ 和 「ヤッサ」は掛け声の一種。　「モッサ」は不明だが語調
を整えるためだけの要素だろう。
野暮 ヤボ 不明 「野夫（ヤブ）」の転，笙で通常奏音されない「也
（や）」　「毛（もう）」の管「也（や）毛（もう）」に
由来する語，などの諸説があるが未詳である。
ヤボったい ヤボッタイ 不明 「ヤボ」が不明語のため，不明語として扱う。　「野暮」
の項を参照。
山師 ヤマシ 混 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
維摩 ユイマ 外 梵語の音写。
夕蝉 ユウゼミ 不明 「セミ」は，その鳴き声を表す擬音語からとも，蝉の字
音からとも言うが語源未詳である。因みに「蝉」字はn
韻尾字で，セミとは直接はつながらない。
鍮伽 ユガ 外 梵語の音写。
鍮伽師地 ユガシジ 外 梵語の音写。
油断 ユダン 不明 北本浬磐経に載せる「王勅一臣，持一油鉢経由中過，莫
令傾覆，若棄一滞当断汝命」という説話に由来する語と
も，　「寛（ゆた）に」の転ともいう。
宵恵比須 ヨイエビス 混 「恵比須」は「蝦夷（エミシ）」の転であり，　「蝦夷
（エミシ）」はアイヌ語emchiu　enchuに由来すると見る
説に従う。
よいさあ ヨイサア 不明 ハヤマ信仰の田遊びの名。
よくせき ヨクセキ 不明 「よくよくのこと」などの「よく」と同語であることは
間違いないと思われるが，　「せき」が不明である。　「急
（せ）く」と関連あるかとも思われるが，未詳である。
よせ ヨセ 不明 ハヤマ信仰で箸を意味する忌言葉。






ラー油 一フーユ 外 「油（ユ）」についても現代中国語として扱う。
羅宇 ラウ 外 ラオス産の斑紋のある竹を用いたことに由来する語。
羅漢 ラカン 外 梵語の音写「阿羅漢」の略語。
羅刹 ラセツ 外 梵語の音写。
将口 ラチクチ 不明 「燈（ラチ）」を強めた言い方。　「クチ」は語調を整え
るための語尾語かと思われるが確かでない。
蘭鋳 ランチュウ 不明 中国語「蚕種」からという説があるが，詳細は不明であ
る。
りんぎり リンギリ 不明 林業の専門用語。詳細未詳。
柑塙 ルツボ 不明 「いる（鋳）つぼ（壼）」，或いは「ろ（炉）つぼ
（壼）」の転というが，いずれとも決せられない。
瑠璃 ルリ 外 梵語の音写語「吠瑠璃（ベイルリ）」の略語。
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連子鯛 レンコダ 不明 「ダ」は「鯛」の説りと見てよいが，レンコは語源未詳
である。
連荘 レンチャン 混 「荘（チャン）」は麻雀の親を意味する現代中国語で，
本来は連続して麻雀の親役をつとめる意。　「連」は漢語
として扱った。
枠 ワク 不明 「枠」は語源不明。讐（糸巻きのワク）の字音からとす
る説が有力だが，一応語源未詳とした。新潮国語の見出
しも平仮名表記である。
枠外 ワクガイ 不明 「枠」が語源未詳のため不明語として扱う。　「枠」の項
を参照。
枠囲み ワクガコミ 不明 同上。
枠型 ワクガタ 不明 同上。
枠組み ワクグミ 不明 同上。
枠材 ワクザイ 不明 同上。
枠順 ワクジュン 不明 同上。
枠線 ワクセン 不明 同上。
枠台 ワクダイ 不明 同上。
枠内 ワクナィ 不明 同上。
枠番 ワクバン 不明 同上。
枠連 ワクレン 不明 同上。
業師 ワザシ 混 和語と結合している「師（し）」に就いては原則的に
「為（し）」の当て字と看倣した。
ワツショイ ワツショイ 不明 和語「わっさり」の転とも「和背負う」の転ともいう
が，詳細は未詳である。




藁ぼっち ワラボッチ 不明 「ぼっち」には「帽子」説，　「ぼち（点）」説などが
あって定まらない。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































語彙素 接　　　続 語彙素 接　　続
【格助1の 連体形，助動詞「だ」の終止形 連体形
より 連体形
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